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フェスティバルの様子

２０１５年にサフォークランド士別サッカークラブが、地元のサッカーファミリーを増や
すという目的で立ち上げたキッズフェスティバルが今年で７年目を迎えました。
コロナ禍でこの２年間は実施できませんでしたが，３年ぶりの開催となりました。
このサッカーフェスティバルは、サフォークランド士別サッカークラブの育成部が独自に

やっています。開始当初の７年前は，育成部のメンバーで手分けをして圏内の幼稚園と保育
園全てに自ら出向き，参加集約にお伺いしたり，地元の企業に協賛をお願いして道具を準備
するために予算を集めたりするなどして，地元のクラブの熱い思い一心で始まったものでし
た。また、第1回目には北海道コンサドーレ札幌のOBの吉原宏太さんにゲストコーチとして
来ていただき、子どもたちにとっても運営クラブ側にとっても大きな刺激を受けました。
当日の運営について、クラブの育成部が中心となり役割分担をします。物品の準備、参加

児童と保護者の受付、写真撮影は主にシニアの方が、サッカー教室の進行はジュニア・ジュ
ニアユースの指導者が担当します。この士別のサッカーフェスで大切にしていることは，運
営者と参加者全員がひらがなで書かれた名前シールを胸に貼って、誰でも名前を呼びやすく
するということと、メインコーチに４名程の指導者を配置しグループを作りますが、そのグ
ループにサブコーチとしてジュニアユースやユースの選手を入れる点です。前日や当日にメ
ニューの打ち合わせをメインコーチ同士でまず行い、その後にジュニアユース（今回はジュ
ニアユースのみ参加）の選手とも詳細を打ち合わせます。
ジュニアユースの選手には、受付を済ませた子どもたちをコートに連れて行き、フェステ

ィバル開始までとにかく子どもたちを一人にせずに一緒に遊ぶこと、フェスが始まったら子
どもたちの成功体験を積ませるために、敢えてお兄さん役としてオーバーリアクションをし
て子どもたちには負けるフリをしたり、成功には大盛り上がりして子どもたちを喜ばせたり
するということを毎年ジュニアユースに必ず伝えて、事前指導およびシミュレーションをし
ます。

期日：令和４年１０月２日（日）
場所：士別市天塩川サッカー場
参加資格：３歳以上小学２年生以下の児童
日程：９：００ 受付開始

９：３０～１１：００ ボール遊び・サッカー教室・ミニゲーム
１１：１０ アトラクション
１２：００ 終了

参加人数 士別市，名寄市，美深町，下川町，和寒町，剣淵町から計１０４名
報告者：西崎雅俊（旭川市立忠和中学校）
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ジュニアユースのお兄さんコーチたちが、終始子どもたちと関わり続けてくれることで、こ
のフェスは成功し、選手のそうした経験が彼らの成長にも大きく繋がっていくこともこのフェ
スでの運営側のねらいでもあります。
メインコーチであるジュニアユースの指導者も大学時代にキッズ巡回指導の経験があるため、

そのノウハウを生かし「とにもかくにも、子どもたちが帰る時には「楽しかった！！」と思っ
てもらえることが大切！」を合言葉に、運営・指導・ジュニアユーススタッフ全員にそのこと
を語ってくれます。

当日は，年少～小学2年生以下までの児童が総勢104名集まってくれました。①年少グルー
プ ②年中グループ ③年長グループ ④小学生グループの４つに分かれました。内容は①ア
ップ（親子で手つなぎジョギング、障害物（中学生コーチ）をかわしてジョギング） ②ボー
ルに親しむ（走ってフラフープに入っているサッカーボールを足で触って、ゾーンで待機して
いる保護者のところまで持っていく） ③ゴールを体験する（走ってシュート、お兄さんコー
チの背中をくぐって飛び越えてシュート、コーンからドリブルしてシュート）④サッカーに親
しむ
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（スクラムゲーム：子供達はスクラムを組んで，２～３人のコーチチームからゴールを奪う、
ゴールを守る）というもので，保護者参加型のメニューとなっており、最後のゲームもコート
を保護者が囲ってボールがきたらそのまま返すというようなものに５０～８０分、子ども達は
汗を流しながら終始笑顔で取り組んでくれました。
各部門でのメニュー終了後にはアトラクションを行い（キックターゲット，ゴールを決め

る！）成功したらジュニアユースのコーチたちが、子どもたちの胸の名前シールにサッカーボ
ールシールを貼り、こちらも大盛況でした。子どもたちが会場から帰る時には，一人一人にお
土産（駄菓子の詰め合わせ）とアトラクションクリアの景品を渡し、子どもたちも保護者も笑
顔で会場を後にしました。片付けも含めた全ての日程終了後には、中学生も含めたスタッフ全
員で豚汁とおにぎりを食べ、次もまたみんなで成功させよう！という温かい雰囲気で終了しま
した。
士別という小さな町でも，熱い思いをクラブで共有すればそれが大きな輪になることを我々

は肌で感じています。ぜひ、みなさんで北海道のサッカーをグラスルーツから盛り上げていき
ましょう！
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アンケート集計結果

【本日のご意見や感想より】
●年齢にあわせて色々なプログラムを考えていた
り､わかりやく説明してくれていたと思う｡お兄さ
んもやさしかった。
●サッカーをほぼ初めてやった年長の長男がとて
も楽しかったと帰ってきてから何度も言っていま
した。またこのような機会があれば参加したいの
と、一年生になったらサッカーを習うことも視野
に入れたいと思います！
●年小と一歳年下の弟の2人参加させていただきま
した。年が小さいので、指示がよく理解できてい
なかったりもしましたが、ノリで走り回ったり、
ボールを蹴ったりできて、楽しかったと言ってい
ましたので、親としても大変嬉しかったです。ま
ずは雰囲気に親しむことから…と思っていたので、
子どもたちの反応にも満足です！ また、スタッ
フの先生方、中学生のお兄さんたちのやさしいサ
ポートがとてもありがたく、嬉しかったです。
●サッカー初体験でしたが、大変楽しかったよう
なのでまた、機会がありましたら参加したいです。
見ている親としても、観戦に熱が入りました
（笑）
●知り合いがいなかったので、他の子の輪に混ざ
れず開始前の時間ひとりぼっちで過ごす時間が長
く心細そうでした。
●我が子はあまり運動に慣れ親しんでないので、
今回のフェスでもなかなかボールに辿り着かず後
ろの方から皆についてく感じだったのですが、サ
ッカーは以前から、少し興味ありそうでフェスも
楽しかったようです。
●お兄さんたちが楽しく接してくれて雰囲気がと
ても良かったです。たくさん集まって盛り上がっ
たし、その雰囲気に息子も刺激をうけた印象でし
た♩


